
主  治  医   は、             です

病 棟 師 長 は、 です

担当看護師 は、             です

入院日（手術前日） 手術日当日 退院日

月・日・曜日 ／    （    ） ／    （    ） ／    （    ）

入院オリエンテーション ・手術後、痛みがあれば遠慮なく言って下さい ・シャントの自己管理について（パンフレット）

・入院までの経過や病状をお伺いします ・退院してからの過ごし方について説明します

・病棟内案内 ①ボールは次回受診日までに購入してください

・手術について説明します ②創部は１週間はぬらさないようにして下さい

　入浴は退院後入って良いです

＜準備していただくもの＞ 　（ぬれたら清潔なタオルで水分を拭き取って下さい）

・袖のゆったりした衣服 ③フィルムははがれたらそのままでよいです

（手首、腕にゆとりがあるもの） ④傷が開いたり侵出液が出るようなら

・聴診器の購入（ローソン） 　病院に連絡してください

・うぶ毛を剃ります（必要時） ・ネームバンドをシャント肢の反対側につけます

医師が手術部位の観察をします

必要に応じて消毒、包帯交換をします

・終了後は車イス(又はストレッチャー)で帰ります

・シャント音の確認をします

（ご自分でもシャントの音を確認してみましょう）

・手術に備えて、中止薬があれば説明します

（帰室後にはずします）

・通常通りです ・手術前は絶飲食となります ・通常通りです

    ・洗面タオルをお渡しします

・制限はありません     ・入浴はできません。体拭き、洗髪をします

　　・ボール握りは、次回受診日に医師より説明があります。

・制限はありません ・制限はありません

  ＊ 病状に応じて、予定は変更になる場合があります。ご不明な点がありましたら、担当看護師におたずねください。  　２０１４年６月作成　広島赤十字・原爆病院　腎臓内科

シャント造設術を受けられる（　      　　　　　　　　　　　　　 　　）さま

・帰室後、歩行可能です
シャント肢は安静にしましょう

　　・手術室へ行く前に、シャント肢の反対側の
　　　手背から点滴をします

・シャント肢はむくみやすいので、枕をあてがって挙
上し、むくみを防ぎます

・圧迫により血流の流れが悪くなると、閉塞の原因と
なります。シャント肢側の腕は強く曲げたり、体の下
にしないように気をつけましょう

安静度

・術衣に着替え、手術室へは独歩か車イス
（階段が上がれない場合はストレッチャー）で行きま
す　　（手術　　　　　　：　　　　　　～　）検査
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